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― 2 条 1 項を中心に―
生　駒　　　忍
Tendency in the questions on Act on Advancement of Measures to Prevention of 
Bullying in the Japanese Teaching Staff Examination:
2. Analysis for the Article 2, Paragraph 1
SHINOBU IKOMA
キーワード
教職教養（common knowledge for teachers），いじめ対策（countermeasure for school bullying），
出題傾向（tendency of question），法的定義（legal definition）
(037)






















































扱われた条項としては， 2 条 1 項（「いじ
め」の定義）， 8 条（学校及び学校の教職員の








で， 8 条に関しては 5 から 7 へと増えている。
一方で， 1 年目には多く出題されていた 1 条












2 条 1 項の主要な出題箇所は，図 1 から，
「一定の人的関係」「心理的又は物理的な影響を
























































































― 41 ―― 40 ― 流通経済大学論集　Vol.51, No.1
(040)



























































山口県 次の文中の（①）には法令名を，（②）には適切な語句を答えよ。 1 教育を受ける権利
高知県 次の問 1 ～問 6 の文は，法令の条文の一部である。（①）～（⑥）のそれぞれに該


































兵庫県 「兵庫県いじめ防止基本方針」（平成26年 3 月策定）で述べられているいじめ
についての基本的認識として適切でないものを，次のア～エから 1 つ選びな
さい。
山口県 表 1 のものと同じ 山口県いじめ防止基本方針





















図 1　いじめ防止対策推進法 2条 1項に対し空所補充型出題が対象とした箇所の延べ数
